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3. 現在どこまで進んでいるか？
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病院情報システムの歴史

• 医事会計システム （1970～）

• 部門システム （1980～）

• オーダエントリシステム （1990～）
放射線画像システム（PACS）

• 電子カルテ （2000～）

なぜ標準化が必要か？

1. システムの大規模化に伴いマルチベンダ構成と
システム間接続が必要となった

2. システム移行時の膨大な情報移行

3. 地域完結型医療への移行

4. データの二次利用（検索、分析、利活用）

5. 医療施策による誘導
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保健診療のしくみ レセプト
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保険診療のバイブル

レセプトの電子化 医療情報の標準化
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4. 今後の動向は？

標準化が困難な要因

システム 名称 管理コード
物流システム ロキソニン錠 物品コード
オーダエントリ ロキソプロフェン 薬品コード
医事システム ロキソプロフェン錠 薬品コード

マスタで変換（力業！）

標準化が困難な要因

CT画像：JPEG2000 CT画像：DICOM
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標準化が困難な要因

名称 検査結果 正常値
γ-GTP 200 5-30

名称 検査結果 正常値
gannma-GTP 240 8-50
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必要な標準化

1. 交換規約（プロトコル）
– どのデータを交換するのか？

– データ毎の記載ルール

– 交換メッセージの形式

2. 用語やコード

3. フォーマット

必要な標準化

1. 交換規約（プロトコル）
– どのデータを交換するのか？
– HL7,DICOM

2. 用語やコード
– gannma-GTP か γ-GTP か？
– ICD-10,HOT,JLAC10,JJ1017

3. フォーマット
– DICOMフォーマット、医療波形画像
– DICOM,MFER

厚労省の定める標準規格
1. HS001  医薬品 HOT コードマスター
2. HS005  ICD10 対応標準病名マスター
3. HS007  患者診療情報提供書及び電子診療データ提供書（患者への情報提供）
4. HS008  診療情報提供書（電子紹介状）
5. HS009  IHE 統合プロファイル「可搬型医用画像」およびその運用指針
6. HS010  保健医療情報-医療波形フォーマット－第 92001 部：符号化規則
7. HS011  医療におけるデジタル画像と通信（DICOM）
8. HS012  JAHIS 臨床検査データ交換規約
9. HS013  標準歯科病名マスター
10.HS014  臨床検査マスター
11.HS016  JAHIS  放射線データ交換規約
12.HS017  HIS, RIS, PACS,  モダリティ間予約,  会計,  照射録情報連携指針

（JJ1017 指針）

標準医薬品マスター（HOT番号）
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ICD-10対応標準病名マスター

• ～白板症はICD-10では3つに区別される
• 口の中の病変→口腔白板症のみとしたい
• 部位→接頭語として切り離す→舌口腔白板症

DICOM規格
(Digital Imageng and COmmunication in Medicine)

医用画像のフォーマットと通信プロトコルに関する標準規格
ACR（米国放射線学会）とNEMA（米国電気機器工業会）が1993
年に策定
標準的なネットワーク環境に対応
オブジェクト指向の情報定義
Conformance Statementによるサポート範囲の明確化
（膨大な規格のため、どの範囲までのサポートなのかを宣言する）

Physical Layer
Transport Layer(TCP/IP)
Security Layer(optional)

DICOM Upper Layer

DICOM通信モデル
Group 情報内容

0008 画像に関する情報

0010 患者に関する情報

0018 収集に関する情報

0020 画像付帯情報

0028 画像表示に関する情報

DICOMタグ

HL7(Health Level 7)

米国HL7協会が策定する医療情報交換規約
OSI参照モデルの７：アプリケーション層の規約

患者管理（入院、転院、居場所等）
オーダエントリ（処置、検査、薬剤等）
照会（照会と回答）
財務管理（患者会計）
診療記録/情報管理
予約
患者紹介
患者ケア
人事管理
保健請求と償還
材料管理
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こんなケースにどう対応するか？

画像機器を更新したらレポートシステムも更新が必要と
なった

身元不明の救急搬送患者の氏名が後でわかった

紹介に際してCT画像の入ったCDを持参した

IHE-J(Integrating the Healthcare Enterprise)

• 部門間のシステム連携をスムーズに

SS-MIX
(Standardized Structured Medical record Information Xchange)

厚労省電子的診療情報交換推進事業

医療機関相互の情報交換インフラ

既存のシステムを利用しながら、地域連携に必要なデータ
を既存システムから抽出し、交換を可能とする

1. 標準化ストレージ

2. 診療データCD仕様
HS007  患者診療情報提供書及び電子診療データ提供書（患者への情報提供）

3. HIS情報ゲートウェイ電文仕様

SS-MIX 標準化ストレージ

リプレース時の情報の継続性担保
地域医療連携における情報共有
マルチベンダシステムにおける院内情報共有
障害時や災害時のバックアップ
HL7 ver.2.5形式で格納

病院向け 診療所向け


